





What is the “disorder” of higher brain disorder from  
the perspective of the social welfare?
































































































1 男 40歳代 妻 脳血管疾患 13年 退院後 身体＋精神 都内 A区 有
同じ敷地内で公営住宅の 5階～ 1階へ。 
階段昇降ができなかったため。
公務員（学校用務） 無職
2 男 70歳代 妻 脳外傷 12年 無 無 都内 A区 無 ─ 無職（定年退職） 無職
3 女 30歳代 母 脳炎  9年 退院後 精神 都内 A区 無 ─ 旅行添乗員 無職




5 男 40歳代 父、母 脳血管疾患  8年 退院後 精神 都内 A区 有 離婚により実家に戻った ペット産業会社経理 新規就労
6 男 50歳代 妻、本人 脳血管疾患  7年 入院中 身体 都内 A区 無 ─ 製造業自営 無職
7 男 50歳代 妻 脳血管疾患  5年 入院中 身体 都内 A区 有 リハビリ継続のため 建設会社オペレーター 無職
8 男 50歳代 妻、本人 低酸素脳症  3年 入院中 身体 都内 B区 無 ─ 金融機関管理職
同じ課に復職 
（仕事内容は軽減）









11 男 30歳代 母 脳外傷 13年 退院後 身体 都内 C区 無 ─ 定時制高校生 無職
12 男 60歳代 妻 脳血管疾患 12年 入院中 精神 都内 C区 無 ─ 建設会社経理
友人の会社で妻と一緒に 
週 1程度雑務
13 男 30歳代 妻 脳外傷  9年 入院中 身体＋精神 D市 有 社宅だったため、退職に伴い実家近くに転居 塗装会社現場監督 作業所で野菜販売
14 男 70歳代 妻 脳血管疾患 10年 入院中 身体＋精神 都内 A区 無 外郭団体理事 無職
15 男 70歳代 妻 脳血管疾患 12年 入院中 身体 都内 A区 無 建設会社技術職 無職
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11 男 30歳代 母 脳外傷 13年 退院後 身体 都内 C区 無 ─ 定時制高校生 無職
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16事例のうち，男性は 13名，女性は 3名であった。年齢構成は，30歳代が 4名，40歳代
が 4名，50歳代が 4名，60歳代 1名，70歳代が 3名であった。なお，平均年齢は 52歳で，
最少年齢は 31歳，最高年齢は 74歳であった。高次脳機能障害を受症した原因疾患は，脳血管


























































































































































































































































































































労継続 B型事業所で週 5日勤務している者，知人の会社の雑務を妻と共に週 1日程度している者，福
祉施設のピアカウンセリングを月に 1日行うことで多少の報酬を得ている者を含む。
iii 調査後，現在は配置転換で復職している。
iv 1999年の東京都での実態調査以降，または前後してさまざまな高次脳機能障害者の実態調査が行われ
ているが，脳外傷の後遺症としての高次脳機能障害を中心に対象としている調査と高次脳機能障害の
原因疾患として最も多い割合である脳血管疾患の方を多く含む調査では，得られる結果やそこからな
される考察は大きく異なることは容易に想像できる。本稿では，より実態に即していると思われる脳
血管疾患の方を多く含んだ調査を行っている東京都調査および東京都 2008年調査を主に参考にした。
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